
 

 

 

 

公衆浴場入浴料金の統制額の改定について 

 

１ 概要 

 一般公衆浴場（いわゆる「銭湯」）の入浴料金は、物価統制令（昭和 21 年勅令第 118

号）の適用を受け、統制額として上限額を都道府県知事が指定することとされています。 

 この統制額の改定を行う場合は、公衆浴場入浴料金諮問機関を設置し、関係者の意見

を十分に聞くこととされており、本県では、広島県生活衛生適正化審議会において審議

しています。 

 令和８年 10 月７日に、公衆浴場の入浴料金の統制額を次表のとおり改定したいとし

て、この審議会に諮問したところ、適正であるとの答申を得ました。これを受けて、県

では次のとおり公衆浴場の入浴料金の統制額を改定することとし、令和８年 10月 22日

付けで告示しました。 

改定後の料金（上限額）は令和８年 11月１日から適用されます。 

 

２ 改定内容 

区  分 
改定後 

（R8.11.1施行） 

現行 

（R7.8.1施行） 

大人 

（12歳以上） 

５５０円 

（50円値上げ） 
５００円 

中人 

（6歳以上 12歳未満） 

２５０円 

（50円値上げ） 
２００円 

小人 

（6歳未満） 

１５０円 

（50円値上げ） 
１００円 

 

３ 施行日 

  令和８年 11月１日（日） 

 

４ 参考 

広島県における入浴料金の改定状況 

施行年月日 大人 中人 小人 

令和７年８月１日 500円 200円 100円 

令和４年 11月１日 480円 200円 100円 

令和元年９月１日 450円 200円 100円 

平成 27年９月１日 430円 150円 70円 
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